




Spatial Analysis of Landslide Risk by Using GIS for Local Government






































































































































































































































D が最も高く，次いで生活圏 C となっていた。年




























































































































































































口 DB を構築し，人口 DB と GIS を用いて東栄町の
土砂災害リスクを定量的かつ空間的に分析した。
　また，地盤の状況等を踏まえた土砂災害発生の危
険性については言及していないが，今後，災害リス
クを評価する際にはこれらを含めてより科学的に評
価する必要があると考える。
5.2 今後の展望
　本研究において構築した人口 DB は，構築・管
理・更新等の場面で個人情報を扱うため，その運用
等については十分な注意が必要となる。そのため，
自治体の協力を得ることが重要である。ここで，本
研究では防災に特化した空間分析を行ってきたが，
その他にも医療や福祉，公共交通，地域活動等の多
様な行政課題に対する課題や政策検討を行う際の検
討材料として活用することも可能である。また，周
辺自治体と統一の人口 DB を構築することが出来れ
ば，効率的なバス路線計画等の自治体間連携事業検
討のための客観的分析を行うことが出来る。
表13：避難所数と収容人員（地区別集計）

